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(57)【要約】　      （修正有）【課題】新型コロナウィ 
ルス感染症の対策を行いつつ、空調効率を高めることを 
可能とするホール空調システムを提供する。
【解決手段】屋外１６から取り込んだ外部空気を熱交換 
器部１８により熱交換した空調空気を流通する第１流通 
路３０と、パチンコホール１２内から取り込んだフィー 
ドバック用空気を流通する第２流通路３２と、第１流通 
路３０を流通する空調空気と、第２流通路３２を流通す 
るフィードバック用空気とを混合した混合空気をパチン 
コホール１２内に吹き出す室内機部２０と、パチンコホ 
ール１２内から取り込んだ排出用空気を熱交換器部１８ 
により外部空気との間で熱交換を行って屋外１６に排出 
するために流通する第３流通路３４と、フィードバック 
用空気内に含まれる菌を殺菌するために紫外線を照射す 
る第１紫外線発生部３６と、を備えることを特徴とする 
。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　2　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
屋 外 か ら 取 り 込 ん だ 外 部 空 気 を 熱 交 換 器 部 に よ り 熱 交 換 し た 空 調 空 気 を 流 通 す る 第 １ 流 通  
路 と 、
ホ ー ル 内 か ら 取 り 込 ん だ フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 を 流 通 す る 第 ２ 流 通 路 と 、
前 記 第 １ 流 通 路 を 流 通 す る 前 記 空 調 空 気 と 、 前 記 第 ２ 流 通 路 を 流 通 す る 前 記 フ ィ ー ド バ ッ  
ク 用 空 気 と を 混 合 し た 混 合 空 気 を 前 記 ホ ー ル 内 に 吹 き 出 す 室 内 機 部 と 、
前 記 ホ ー ル 内 か ら 取 り 込 ん だ 排 出 用 空 気 を 前 記 熱 交 換 器 部 に よ り 前 記 外 部 空 気 と の 間 で 熱  
交 換 を 行 っ て 前 記 屋 外 に 排 出 す る た め に 流 通 す る 第 ３ 流 通 路 と 、
前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ る 菌 を 殺 菌 す る た め に 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 発 生  
部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、 前 記 紫 外 線 が 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 を 照 射 す る よ う に 前 記 第 ２  
流 通 路 内 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、 前 記 紫 外 線 が 前 記 混 合 空 気 を 照 射 す る よ う に 前 記 室 内 機 部 に 設 け ら  
れ る こ と を 特 徴 と す る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、 棒 状 に 延 伸 す る 紫 外 線 灯 で あ り 、
前 記 紫 外 線 灯 は 、 延 伸 方 向 が 空 気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に 前 記 第 ２ 流 通 路 内  
に 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、 棒 状 に 延 伸 す る 紫 外 線 灯 で あ り 、
前 記 紫 外 線 灯 は 、 延 伸 方 向 が 空 気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に 前 記 室 内 機 部 に 装  
着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ る 菌 を 殺 菌 す る た め の オ ゾ ン を 発 生 す る オ ゾ ン 発 生  
部 を さ ら に 備 え 、
前 記 オ ゾ ン 発 生 部 は 、 前 記 紫 外 線 発 生 部 と 並 ん で 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ホ ー ル  
空 調 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 商 業 施 設 な ど の 各 施 設 が 感 染 症 対 策 を 講  
じ る こ と が 求 め ら れ て い る 。 多 数 の 人 数 が 密 集 す る 空 間 と し て 、 例 え ば 、 パ チ ン コ ホ ー ル  
に お い て も 様 々 な 対 策 が 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 に 関 連 す る 技 術 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 複 数 の パ チ ン コ 台 な ど の 遊 技 台  
が 設 置 さ れ た 島 が 多 数 配 列 さ れ た パ チ ン コ ホ ー ル に お い て 、 島 に 、 島 間 の 通 路 の 空 気 を 吸  
引 す る 排 気 ダ ク ト を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る パ チ ン コ ホ ー ル な ど の 遊 技 施 設 に お け る 換  
気 シ ス テ ム が 開 示 さ れ て い る 。
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【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ５ ２ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
夏 場 の パ チ ン コ ホ ー ル で は 、 冷 却 さ れ た 空 気 を ホ ー ル 内 に 循 環 さ せ る と と も に 、 ホ ー ル 内  
の 空 気 を 適 宜 換 気 す る 必 要 が あ る 。 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 対 策 の 観 点 で は 、 全 て の 空  
気 を 入 れ 替 え る よ う に 換 気 す る こ と が 好 ま し い が 、 全 て の 空 気 を 入 れ 替 え る と 空 調 効 率 が  
下 が っ て し ま う と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 対 策 を 行 い つ つ 、 空 調 効 率 を 高 め る こ と を  
可 能 と す る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に 係 る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム は 、 屋 外 か ら 取 り 込 ん だ 外 部 空 気 を 熱 交 換 器 部 に よ り 熱  
交 換 し た 空 調 空 気 を 流 通 す る 第 １ 流 通 路 と 、 ホ ー ル 内 か ら 取 り 込 ん だ フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空  
気 を 流 通 す る 第 ２ 流 通 路 と 、 前 記 第 １ 流 通 路 を 流 通 す る 前 記 空 調 空 気 と 、 前 記 第 ２ 流 通 路  
を 流 通 す る 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 と を 混 合 し た 混 合 空 気 を 前 記 ホ ー ル 内 に 吹 き 出 す 室  
内 機 部 と 、 前 記 ホ ー ル 内 か ら 取 り 込 ん だ 排 出 用 空 気 を 前 記 熱 交 換 器 部 に よ り 前 記 外 部 空 気  
と の 間 で 熱 交 換 を 行 っ て 前 記 屋 外 に 排 出 す る た め に 流 通 す る 第 ３ 流 通 路 と 、 前 記 フ ィ ー ド  
バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ る 菌 を 殺 菌 す る た め に 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 発 生 部 と 、 を 備 え  
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、 前 記 紫 外 線 が 前  
記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 を 照 射 す る よ う に 前 記 第 ２ 流 通 路 内 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い  
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、 前 記 紫 外 線 が 前  
記 混 合 空 気 を 照 射 す る よ う に 前 記 室 内 機 部 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、 棒 状 に 延 伸 す る  
紫 外 線 灯 で あ り 、 前 記 紫 外 線 灯 は 、 延 伸 方 向 が 空 気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に  
前 記 第 ２ 流 通 路 内 に 装 着 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、 棒 状 に 延 伸 す る  
紫 外 線 灯 で あ り 、 前 記 紫 外 線 灯 は 、 延 伸 方 向 が 空 気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に  
前 記 室 内 機 部 に 装 着 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ  
る 菌 を 殺 菌 す る た め の オ ゾ ン を 発 生 す る オ ゾ ン 発 生 部 を さ ら に 備 え 、 前 記 オ ゾ ン 発 生 部 は  
、 前 記 紫 外 線 発 生 部 と 並 ん で 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 対 策 を 行 い つ つ 、 空 調 効 率 を 高 め る こ と が  
出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、 第 ２ 流 通 路 内 に 第 １ 紫  
外 線 発 生 部 が 設 置 さ れ て い る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
以 下 に 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 以 下  
で は 、 全 て の 図 面 に お い て 同 様 の 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。  
ま た 、 本 文 中 の 説 明 に お い て は 、 必 要 に 応 じ そ れ 以 前 に 述 べ た 符 号 を 用 い る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム １ ０ を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本  
発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム １ ０ に お い て 、 第 ２ 流 通 路 ３ ２ 内 に 第 １ 紫 外  
線 発 生 部 ３ ６ が 設 置 さ れ て い る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム １ ０ は 、 熱 交 換 器 部 １ ８ と 、 室 内 機 部 ２ ０ と 、 第 １ 流 通 路 ３ ０ と 、 第  
２ 流 通 路 ３ ２ と 、 第 ３ 流 通 路 ３ ４ と 、 第 １ 紫 外 線 発 生 部 ３ ６ と 、 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 ３ ８ と  
を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
熱 交 換 器 部 １ ８ は 、 保 有 す る 熱 エ ネ ル ギ ー の 異 な る ２ つ の 流 体 間 で 熱 エ ネ ル ギ ー を 交 換 す  
る た め に 使 用 す る 機 器 で あ り 、 温 度 の 高 い 物 体 か ら 低 い 物 体 へ 効 率 的 に 熱 を 移 動 さ せ る こ  
と で 物 体 の 加 熱 や 冷 却 を 行 う 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
熱 交 換 器 部 １ ８ は 、 パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ の 屋 外 １ ６ か ら 出 入 口 ２ ６ を 介 し て 取 り 込 ん だ 外  
部 空 気 と 、 パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ 内 か ら 屋 外 １ ６ に 排 出 す る た め の 排 出 用 空 気 と の 間 で 熱 エ  
ネ ル ギ ー の 交 換 を 行 い 、 夏 場 で は 、 外 部 空 気 を 冷 却 し て 第 １ 流 通 路 ３ ０ 内 を 流 通 さ せ る 機  
能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
室 内 機 部 ２ ０ は 、 第 １ 流 通 路 ３ ０ を 流 通 す る 空 調 空 気 と 、 第 ２ 流 通 路 ３ ２ を 流 通 す る フ ィ  
ー ド バ ッ ク 用 空 気 と を 混 合 し た 混 合 空 気 の 空 調 を 行 っ て 、 排 出 用 流 通 路 ３ ５ に 接 続 さ れ る  
吹 出 口 ２ ２ を 介 し て 、 パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ 内 に 吹 き 出 す 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
室 内 機 部 ２ ０ は 、 図 示 し な い 室 外 機 部 と の 間 で 冷 媒 ガ ス の や り 取 り を 行 い 、 空 調 を 行 う 機  
能 を 有 す る 。 冷 媒 ガ ス は 、 室 内 機 部 ２ ０ と 室 外 機 部 と を 結 ぶ 冷 媒 配 管 の 中 を 循 環 し て い る  
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
冷 房 運 転 の 場 合 、 室 外 機 部 の 減 圧 器 で 低 温 の 液 体 に な っ た 冷 媒 ガ ス は 、 室 内 機 部 ２ ０ に 運  
ば れ て 熱 交 換 器 を 冷 や す 。 こ の 時 、 室 内 機 部 ２ ０ で は フ ァ ン で 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 、 冷 や  
さ れ た 熱 交 換 器 に よ っ て 熱 を 奪 わ れ 、 冷 た く な っ た 空 気 は フ ァ ン に よ り 放 出 さ れ る た め 、  
室 内 機 部 ２ ０ か ら 冷 た い 風 が 出 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
熱 を 吸 収 し た 気 体 の 冷 媒 ガ ス は 、 室 外 機 部 に 戻 っ て 圧 縮 器 で 高 温 の 気 体 と な る 。 そ の 後 、  
室 外 機 部 の 熱 交 換 器 を 通 過 す る 際 、 フ ァ ン に よ っ て 冷 却 さ れ る た め 室 外 機 部 か ら 暖 か い 空  
気 が 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
暖 房 運 転 の 時 は 冷 房 運 転 の 逆 で 、 室 外 機 部 か ら 外 の 空 気 の 熱 を 吸 収 し 、 圧 縮 器 で 高 温 の 気  
体 と な っ た 冷 媒 ガ ス が 室 内 機 部 ２ ０ に 運 ば れ 、 冷 媒 ガ ス の 熱 に よ っ て 熱 交 換 器 が 温 め ら れ  
る 。 温 め ら れ た 熱 交 換 器 は フ ァ ン に よ っ て 熱 を 放 出 す る 。 こ れ に よ り 、 室 内 機 部 ２ ０ か ら  
暖 か い 風 が 出 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 空 気 の 熱 は 冷 媒 ガ ス に よ っ て 室 外 機 部 に 送 ら れ 外 へ 放 出 さ れ る 。 こ の 熱 の 移 動 に よ  
っ て パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ 内 の 温 度 調 節 を 行 っ て い る 。 暖 房 運 転 の 時 は 、 室 外 機 部 が 外 気 の  
熱 エ ネ ル ギ ー を 吸 熱 し て い る た め 、 外 気 温 度 が 低 い ほ ど 暖 房 能 力 が 低 下 す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
第 １ 流 通 路 ３ ０ は 、 一 方 端 が 出 入 口 ２ ６ に 接 続 さ れ 、 他 方 端 が 室 内 機 部 ２ ０ に 接 続 さ れ る  
流 路 で あ り 、 屋 外 １ ６ か ら 取 り 込 ん だ 外 部 空 気 を 熱 交 換 器 部 １ ８ に よ り 熱 交 換 し た 空 調 空  
気 を 流 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 ２ 流 通 路 ３ ２ は 、 一 方 端 が 吸 込 口 ２ ４ に 接 続 さ れ 、 他 方 端 が 室 内 機 部 ２ ０ に 接 続 さ れ る  
流 路 で あ り 、 パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ 内 か ら 吸 込 口 ２ ４ を 介 し て 取 り 込 ん だ フ ィ ー ド バ ッ ク 用  
空 気 を 流 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 ３ 流 通 路 ３ ４ は 、 一 方 端 が 吸 込 口 ２ ４ に 接 続 さ れ 、 他 方 端 が 出 入 口 ２ ６ に 接 続 さ れ る 流  
路 で あ り 、 パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ 内 か ら 吸 込 口 ２ ４ を 介 し て 取 り 込 ん だ 排 出 用 空 気 を 熱 交 換  
器 部 １ ８ に よ り 外 部 空 気 と の 間 で 熱 交 換 を 行 っ て 出 入 口 ２ ６ を 介 し て 屋 外 １ ６ に 排 出 す る  
た め に 流 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
紫 外 線 発 生 部 ３ ６ は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ る 菌 を 殺 菌 す る た め に 紫 外 線 を 照  
射 す る 紫 外 線 灯 ３ ７ と 、 電 源 部 ３ ９ と を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
紫 外 線 灯 ３ ７ は 、 棒 状 に 延 伸 し 、 紫 外 線 を 多 く 放 射 す る よ う に 形 成 さ れ た ラ ン プ で あ り 、  
水 銀 蒸 気 中 の 放 電 に よ り 、 ２ ５ ３ ． ７ ｎ ｍ ま た は ３ ６ ５ ｎ ｍ の ス ペ ク ト ル を 出 す 。 紫 外 線  
の 光 化 学 作 用 、 殺 菌 作 用 、 紅 斑 作 用 を 利 用 す る 多 く の 分 野 で 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
圧 力 １ ０ － ２ ｍ ｍ Ｈ ｇ 程 度 の 低 圧 水 銀 放 電 は 主 と し て ２ ５ ３ ． ７ ｎ ｍ の 紫 外 線 を 放 射 す る  
の で 、 石 英 ガ ラ ス ま た は 紫 外 線 透 過 ガ ラ ス で 放 電 管 を つ く り 、 殺 菌 ラ ン プ と し て 、 フ ィ ー  
ド バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ る 菌 の 殺 菌 に 用 い ら れ る 。 圧 力 １ 気 圧 程 度 の 高 圧 水 銀 放 電 は 主  
と し て ３ ６ ５ ｎ ｍ の 紫 外 線 を 放 射 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
第 １ 紫 外 線 発 生 部 ３ ６ は 、 紫 外 線 が フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 を 照 射 す る よ う に 第 ２ 流 通 路 ３  
２ 内 に 設 け ら れ る 。 第 １ 紫 外 線 発 生 部 ３ ６ は 、 ２ 本 の 紫 外 線 灯 が 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、  
延 伸 方 向 が 空 気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に 第 ２ 流 通 路 ３ ２ 内 に 装 着 さ れ て い る  
。 な お 、 こ こ で は 、 ２ 本 の 紫 外 線 灯 を 用 い る も の と し て 説 明 す る が 、 流 路 の 大 き さ に よ り  
、 紫 外 線 灯 の 本 数 は 適 宜 増 減 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
第 ２ 紫 外 線 発 生 部 ３ ８ は 、 紫 外 線 が 混 合 空 気 を 照 射 す る よ う に 室 内 機 部 ２ ０ に 設 け ら れ る  
。 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 ３ ８ は 、 第 １ 紫 外 線 発 生 部 ３ ６ と 同 様 の 構 成 を 有 し て い る 。 紫 外 線 灯  
は 、 延 伸 方 向 が 空 気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に 室 内 機 部 ２ ０ に 装 着 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
オ ゾ ン 発 生 部 は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 を 殺 菌 す る た め に オ ゾ ン を 発 生 す る オ ゾ ン ラ ン プ  
で あ る 。 オ ゾ ン 発 生 部 は 、 殺 菌 紫 外 線 ２ ５ ３ ． ７ ｎ ｍ と 同 時 に 、 オ ゾ ン 生 成 作 用 を も つ １  
８ ５ ｎ ｍ の 紫 外 線 を 透 過 す る 石 英 ガ ラ ス を 用 い た オ ゾ ン ラ ン プ （ 短 波 長 殺 菌 ラ ン プ ） で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
オ ゾ ン 発 生 部 は 、 棒 状 に 延 伸 し て お り 、 第 １ 紫 外 線 発 生 部 ３ ６ 及 び 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 ３ ８  
と と も に 、 空 気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に 第 ２ 流 通 路 ３ ２ 及 び 室 内 機 部 ２ ０ に  
設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
続 い て 、 上 記 構 成 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム １ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 パ チ ン コ ホ ー ル １  
２ で は 、 室 内 機 部 ２ ０ に よ っ て 空 調 さ れ た 空 気 が 吹 出 口 ２ ２ を 介 し て 送 り 出 さ れ て 循 環 す  
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ 内 の 空 気 が 図 示 し な い 換 気 装 置 に よ り 換 気 さ れ 、 吸 込 口 ２ ４ か ら 吸 込  
ま れ た 排 出 用 空 気 が 第 ３ 流 通 路 ３ ４ を 流 通 し 、 熱 交 換 器 部 １ ８ に よ り 熱 交 換 さ れ て 、 屋 外  
１ ６ に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 屋 外 １ ６ か ら 出 入 口 ２ ６ を 介 し て 取 り 込 ま れ た 外 部 空 気 は 、 熱 交 換 器 部 １ ８ と 熱 交  
換 を 行 い 、 室 内 機 部 ２ ０ に 向 か っ て 流 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ こ で 、 パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ 内 の 空 気 を 吸 込 口 ２ ４ か ら 取 り 込 む 際 に 、 空 調 効 率 を 高 め る  
観 点 か ら 一 部 の 吸 込 口 ２ ４ か ら は フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 と し て 第 ２ 流 通 路 ３ ２ を 流 通 さ せ  
て 室 内 機 部 ２ ０ に 向 か わ せ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 は 、 パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ 内 を 循 環 し て い る 空 気 で あ る が 、 パ チ  
ン コ ホ ー ル １ ２ 内 に 、 例 え ば 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 感 染 者 が い た 場 合 に は 、 新 型  
コ ロ ナ ウ ィ ル ス が フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 に 含 ま れ て い る 場 合 は 、 室 内 機 部 ２ ０ を 介 し て 再  
び パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ に 戻 っ て く る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
し か し な が ら 、 ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム １ ０ に よ れ ば 、 第 ２ 流 通 路 ３ ２ に お い て 、 フ ィ ー ド バ  
ッ ク 用 空 気 の 流 れ と 、 紫 外 線 灯 ３ ７ の 延 伸 方 向 と が 一 致 す る た め 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気  
が 紫 外 線 に よ っ て 照 射 さ れ る 時 間 を 長 く す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 殺 菌 効 果 を 高 め る  
こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム １ ０ に よ れ ば 、 室 内 機 部 ２ ０ に お い て も 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 ３ ８  
が 設 け ら れ て い る た め 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 と 空 調 空 気 と が 混 合 さ れ た 空 気 に 対 し て も  
紫 外 線 を 照 射 で き る た め 、 よ り 確 実 に 殺 菌 す る こ と が 出 来 る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の よ う に ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム １ ０ に よ れ ば 、 換 気 の た め に 、 パ チ ン コ ホ ー ル １ ２ 内 の 空  
調 さ れ た 空 気 を 全 て 屋 外 １ ６ に 排 出 す る の で は な く 、 一 部 を フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 と し て  
戻 し て い る た め 、 空 調 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 に は 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス な ど の 菌 が 含 ま れ て い る 可 能 性 が  
あ る が 、 ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム １ ０ に よ れ ば 、 紫 外 線 照 射 に よ り 殺 菌 さ れ る 。 こ れ に よ り 、  
新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 対 策 を 行 い つ つ 、 空 調 効 率 を 高 め る こ と が 出 来 る と い う 顕 著  
な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
な お 、 上 記 で は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 に 含 ま れ る 菌 を 第 １ 紫 外 線 発 生 部 ３ ６ 及 び 第 ２ 紫  
外 線 発 生 部 ３ ８ か ら 生 じ る 紫 外 線 に よ り 殺 菌 す る も の と し て 説 明 し た が 、 い ず れ か 一 方 の  
み を 設 置 す る こ と で も 殺 菌 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 第 １ 紫 外 線 発 生 部 ３ ６ 及 び 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 ３ ８ に 併 せ て オ ゾ ン 発 生 部 を 設 置 す る  
こ と で 、 更 な る 殺 菌 効 果 を 高 め る と と も に 消 臭 効 果 を 高 め る こ と が 出 来 る と い う 利 点 が あ  
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ ０   ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム 、 １ ２   パ チ ン コ ホ ー ル 、 １ ６   屋 外 、 １ ８   熱 交 換 器 部 、 ２  
０   室 内 機 部 、 ２ ２   吹 出 口 、 ２ ４   吸 込 口 、 ２ ６   出 入 口 、 ３ ０   第 １ 流 通 路 、 ３ ２   
第 ２ 流 通 路 、 ３ ４   第 ３ 流 通 路 、 ３ ５   排 出 用 流 通 路 、 ３ ６   紫 外 線 発 生 部 、 ３ ６   第 １  
紫 外 線 発 生 部 、 ３ ７   紫 外 線 灯 、 ３ ８   第 ２ 紫 外 線 発 生 部 、 ３ ９   電 源 部 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 7 月 1 日 ( 2 0 2 1 . 7 . 1 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
屋 外 か ら 取 り 込 ん だ 外 部 空 気 を 熱 交 換 器 部 に よ り 熱 交 換 し た 空 調 空 気 を 流 通 す る 第 １ 流 通  
路 と 、
ホ ー ル 内 か ら 取 り 込 ん だ フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 を 流 通 す る 第 ２ 流 通 路 と 、
前 記 第 １ 流 通 路 を 流 通 す る 前 記 空 調 空 気 と 、 前 記 第 ２ 流 通 路 を 流 通 す る 前 記 フ ィ ー ド バ ッ  
ク 用 空 気 と を 混 合 し た 混 合 空 気 を 前 記 ホ ー ル 内 に 吹 き 出 す 室 内 機 部 と 、
前 記 ホ ー ル 内 か ら 取 り 込 ん だ 排 出 用 空 気 を 前 記 熱 交 換 器 部 に よ り 前 記 外 部 空 気 と の 間 で 熱  
交 換 を 行 っ て 前 記 屋 外 に 排 出 す る た め に 流 通 す る 第 ３ 流 通 路 と 、
前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ る 菌 を 殺 菌 す る た め に 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 発 生  
部 と 、
を 備 え 、
前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、
前 記 紫 外 線 が 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 を 照 射 す る よ う に 前 記 第 ２ 流 通 路 内 に 設 け ら れ る  
第 １ 紫 外 線 発 生 部 と 、
前 記 紫 外 線 が 前 記 混 合 空 気 を 照 射 す る よ う に 前 記 室 内 機 部 に 設 け ら れ る 第 ２ 紫 外 線 発 生 部  
と 、
を 有 し 、
前 記 第 １ 紫 外 線 発 生 部 は 、 棒 状 に 延 伸 す る 紫 外 線 灯 で あ り 、 該 紫 外 線 灯 は 、 延 伸 方 向 が 空  
気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に 前 記 第 ２ 流 通 路 内 に 装 着 さ れ て お り 、
前 記 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 は 、 棒 状 に 延 伸 す る 紫 外 線 灯 で あ り 、 該 紫 外 線 灯 は 、 延 伸 方 向 が 空  
気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に 前 記 室 内 機 部 に 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ る 菌 を 殺 菌 す る た め の オ ゾ ン を 発 生 す る オ ゾ ン 発 生  
部 を さ ら に 備 え 、
前 記 オ ゾ ン 発 生 部 は 、 前 記 第 １ 紫 外 線 発 生 部 及 び 前 記 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 と 並 ん で 配 置 さ れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に 係 る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム は 、 屋 外 か ら 取 り 込 ん だ 外 部 空 気 を 熱 交 換 器 部 に よ り 熱  
交 換 し た 空 調 空 気 を 流 通 す る 第 １ 流 通 路 と 、 ホ ー ル 内 か ら 取 り 込 ん だ フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空  
気 を 流 通 す る 第 ２ 流 通 路 と 、 前 記 第 １ 流 通 路 を 流 通 す る 前 記 空 調 空 気 と 、 前 記 第 ２ 流 通 路  
を 流 通 す る 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 と を 混 合 し た 混 合 空 気 を 前 記 ホ ー ル 内 に 吹 き 出 す 室  
内 機 部 と 、 前 記 ホ ー ル 内 か ら 取 り 込 ん だ 排 出 用 空 気 を 前 記 熱 交 換 器 部 に よ り 前 記 外 部 空 気  
と の 間 で 熱 交 換 を 行 っ て 前 記 屋 外 に 排 出 す る た め に 流 通 す る 第 ３ 流 通 路 と 、 前 記 フ ィ ー ド  
バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ る 菌 を 殺 菌 す る た め に 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 発 生 部 と 、 を 備 え
、 前 記 紫 外 線 発 生 部 は 、 前 記 紫 外 線 が 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 を 照 射 す る よ う に 前 記 第  
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２ 流 通 路 内 に 設 け ら れ る 第 １ 紫 外 線 発 生 部 と 、 前 記 紫 外 線 が 前 記 混 合 空 気 を 照 射 す る よ う  
に 前 記 室 内 機 部 に 設 け ら れ る 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 と 、 を 有 し 、 前 記 第 １ 紫 外 線 発 生 部 は 、 棒  
状 に 延 伸 す る 紫 外 線 灯 で あ り 、 該 紫 外 線 灯 は 、 延 伸 方 向 が 空 気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致  
す る よ う に 前 記 第 ２ 流 通 路 内 に 装 着 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 は 、 棒 状 に 延 伸 す  
る 紫 外 線 灯 で あ り 、 該 紫 外 線 灯 は 、 延 伸 方 向 が 空 気 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 一 致 す る よ う に  
前 記 室 内 機 部 に 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る ホ ー ル 空 調 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 空 気 内 に 含 ま れ  
る 菌 を 殺 菌 す る た め の オ ゾ ン を 発 生 す る オ ゾ ン 発 生 部 を さ ら に 備 え 、 前 記 オ ゾ ン 発 生 部 は  
、 前 記 第 １ 紫 外 線 発 生 部 及 び 前 記 第 ２ 紫 外 線 発 生 部 と 並 ん で 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し  
い 。
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